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石川直樹 写真展

北海道博 物館

〒004-0006  札幌市厚別区 厚別町小野幌 53 - 2

開催日時: 11月28日（土）13:30～15:00
料　  金 : 無料
定　　員:100名（先着順）
申 込 先 : 011- 898 - 0500
（申込専用ダイヤル、受付時間 9:30～17:00）

新札幌 駅バスターミナル・北レーンのりば 10から

J R 北 海 道バス 新 2 2「開拓の村 行き」に乗 車し、「北 海 道 博 物 館」で下 車

開館時間 9:30〜16 :30（入場は閉館の30分前まで）/ 入場無料

休館日 毎週月曜日（ただし1月11日（祝）は開館）、12月17日（木）・18日（金）、12月29日〜1月3日、1月12日（火）

北海道博物館 特別展示 室

主催: 北海道・アルバータ州政 府　　　　　　協力: カナダ大使館

アーティスト・トーク

　カナダ 西部の野山を歩いたのは、15 年ぶりとなる。22歳のとき、北極から南極を縦断する

プロジェクトに参加して、カナダを西から東へと自転車でひた走って以来のことだ。あのときの

記憶は、だいぶおぼろげになっている。今回のカナダ行きは、そんな記憶の細い糸をたどりな

おす旅でもあった。

　まずは国道一 号 線を走り、ロッキー山脈の連なりを見て、ケンモアに到着した。ホテルに

荷 物を置いて、近くの森を散 策する。3月初旬だったが、あたりはまだ一面雪だ。久しぶりに

履いた雪靴が、時折すっぽりと雪に埋まった。木の皮が削れている部分は、ヤマアラシが食べ

たらしい。「森から漂う松の香りがなんだか懐かしい」とぼくが言うと、案内してくれたトムさん

が「これがカナダの香りだよ」と言った。たしかにそうなのかもしれない。

　ひとえにアルバータ州と言っても北海道の 8 倍もの大きさがある。とてもじゃないが撮り切れ

る広さではなく、今回の旅では、州南部の先住民文化にしぼって訪ねていった。ぼくは北海道

周辺に暮らす先住 民 族、アイヌの文化に関心を持って撮 影してきたので、もしかしたらアルバ

ータにもアイヌと通じる部分があるのではないか、と思ったからだ。

　 数百年前の壁画を見ようと凍った渓 谷の上を歩いたり、横殴りの雪のなかで彼らが大切に

しているという大岩に出合った。丘の上の「メディスンホイール」を訪ね、強風に体ごと吹き飛ば

されそうになったこともあった。

　 わずか 30分ほど車から離れただけでフロントガラスの雪がかちかちに凍り付くような容赦ない

寒さは、時に畏れの感情を抱かせる。乾燥したアルバータの寒さは、北海道の湿った寒さとは

また異なるものだった。カメラを扱うにあたって手 袋を外さなければならなかったが、それも

数分が限界である。

　 アルバータと北 海 道は似ているようで似ていない。しかし、張り詰めた冷気の中で嗅いだ

森の匂いだけは繋がっていた。不思議に鼻腔をくすぐるあの匂いに惹かれて、ぼくはシャッターを

切り続けた。そうした微 かではあるかもしれないが、確かな世界の連なりを、本展で感じて

いただけたら嬉しい。

石川直樹

お問い合わせ: 011-898-0466（ハローダイヤル）/ ウェブサイトUR L: w w w.hm .pref .hokka ido . lg . jp
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